












































































































































































































相模川の試料は1986年 1, 5, 8, 10月の 4回， 津久井湖の下流の小倉橋より河口付近の湘
南大橋までの間に本川のみ 9地点を設けて調査した。その結果は表 1にまとめてある。付着藻
の現存量の容量は中流部の st.5, 6, 7が一般に大きい。季節別にみると冬季が最も大きい値
を示しているのは st.2, 5, 7, 8, 9の 5地点で大半以上の地点であるといえる。 夏季が最
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